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アラビア語エジプト方言における依頼談話のパターンと
ポライトネスに関する一考察
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1．はじめに
依頼談話には「依頼」そのものの前に「実はお願いしたいことがある」、「ちょっと頼みたい
ことがある」等といった相手にこれから依頼することを伝達する〈予告〉表現と、依頼の背景
に関する情報を提供したり、情報要求をしたりするという〈先行発話〉がよく使われることが
先行研究により明らかになっている。また、これらの部分は、相手に心理的な準備をさせ、依
頼を和らげ、相手への配慮を表す働きがあることも指摘されている（Leech（1983）、 Brown & 
Levinson（1987, 以下 B&L）、猪崎（2000）、柏崎（1993）等）。
しかし、猪崎（2000）、CSARP Cording Manual（1984）等で指摘されている通り、これら
3 つの〈予告〉〈先行発話〉〈依頼主要部〉の部分が必ずしも揃っていると限らず、〈先行発話〉、〈予
告〉が省略されることがあり、その度合いは言語により異なる。例えば、フランス人と日本人
を対象にした猪崎（2000）は、フランス人は依頼の会話では「実は頼みたいことがある」のよ
うな〈予告〉が省略される傾向が強いのに対し、日本人は〈予告〉で明示的に相手に依頼があ
ることを伝えてから、〈依頼主要部〉に入ることを報告している。
また、依頼研究の枠組みとして、B&L（1987）のポライトネス理論等があげられる。B&L（1987）
のポライトネス理論では、人間は円滑なコミュニケーションを維持するために、どのような言
語的なストラテジーを使用しているかについて言及している。
B&L（1987）は人間には人に良く思われたい“positive face”（肯定的顔）と、邪魔された
くない “negative face”（否定的顔）があると述べ、依頼等のような話者に利点があり、聞き手
に負担をかけるような行為は人の Face を侵害したり脅かす行為であるとし、FTA（フェイス
侵害行為）と呼んでいる。また、FTA の度合いは、話し手と聞き手の社会的距離（D）、力関
係（P）、聞き手にかける負担度（R）の 3 つの尺度により決定されるという。この FTA の深
刻度により、選択される言語的なストラテジーが変わるということが指摘されているが、言語
的なストラテジーの選択は、果たしてこの 3 つの尺度だけに誘因されると言えるのだろうか。
本稿では、まずアラビア語エジプト方言（以下、エジプト方言）の口頭での依頼談話におけ
る〈予告〉〈先行発話〉等の使用状況と、その特徴を分析したい。次に B ＆ L（1987）のポラ
イトネス理論における FTA の深刻度の尺度とされている社会的距離（D） 、力関係（P） 、負
担度（R） の 3 つの尺度が固定された場合に見られるエジプト方言アラビア方言の言語的スト
ラテジーのバラエティを提示し、考察する。
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2．先行研究
アラビア語の依頼を取り上げた研究として、まず El-shazly（1993）が挙げられる。El-
shazly（1993）では、エジプト方言による依頼と、エジプト方言母語話者の英語による依頼
と、アメリカの英語母語話者の英語による依頼の 3 つを比較した。その結果として、各グルー
プの依頼ストラテジーに相違があり、エジプト方言母語話者の英語による依頼では“Could 
you”等のような質問形式が使用される習慣的間接ストラテジーが多く見られることが報告
されている。
その他に、サウジアラビア人のアラビア語母語話者とアメリカ人英語母語話者の依頼ス
トラテジーにみられる間接的な依頼とポライトネスを比較した Ayman Tawalbeh &Emran- 
Al-Oqaily（2012）もある。この研究では、サウジアラビア人大学生とアメリカ人大学生各
30 名を対象とし、データ収集法は Blum-Kulka（1982）の談話完成テスト（以下 DCT）を
援用し、そのアラビア語バージョンにより行われた。研究の結果として、アメリカ人英語母
語話者による依頼では、習慣的間接的なストラテジーが一番多かったのに対し、サウジアラ
ビア人のアラビア語母語話者の依頼では、社会的距離（D）、力関係（R）により、使用され
る言語的なストラテジーが異なることが報告されている。また、アメリカ英語母語話者は友
人に対して依頼の負担度（R）が軽い時、直接的な依頼ストラテジーが使用されたのに対し、
サウジアラビア人の場合、負担度（R）と関係なく、直接的な依頼ストラテジーが最も好まれ、
直接的な依頼の使用を通じ、相手との親密さを示すと主張している。
また、イエメン人アラビア語母語話者の依頼ストラテジーを取り上げた研究として
Yahya Mohammad Al-marrani, Azima Binti Sazalie（2010）があり、168 人のイエメン人男
子大学生と 168 人の女子大学生を対象に、Blum-Kulka（1982）の DCT を援用してデータを
収集し、分析している。結果として、男性同士の場面では、直接的な依頼ストラテジーが使
用されたのに対し、男女の場面の場合、男子が女子に対し、間接的なストラテジーが使用さ
れ、文化的及び宗教的な背景に起因するものと主張された。
その他に、Khalid Tag-Eldin（2016）もあり、200 人のスーダン人男子大学生とスーダン
人女子大学生を対象に Blum-Kulka（1989）の DCT テストの英語と、そのテストをアラビ
ア語スーダン方言に訳したアラビア語版の両バージョンを使用している。Blum-Kulka（1989）
が提唱する直接的な依頼と習慣的間接的な依頼、非習慣的な間接的な依頼の使用の有無を検
討した結果、これらの三つのストラテジーが依頼で見られ、特定の文化を超えたこれらのス
トラテジーの普遍性の存在が強調されることとなった。一方、対象者はアラビア語で、依頼
する場合、習慣的間接的なストラテジーより直接的なストラテジーを好むのに対し、英語で
の依頼になると、逆の傾向が見られ、直接的なストラテジーより習慣的間接的なストラテジー
が多く見られたことを報告している。
上記の先行研究の多くは英語、デンマーク語、フランス語、ドイツ語、ヘブライ語、ロシ
ア語における依頼を取り上げ、Blum-Kulka（1982）で使用された DCT を援用している。こ
れらの中に依頼を談話として取り上げ、どのような依頼パターンがあるかを分析したものは
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見られない。つまり、オーラルのデータを収集し、これらのデータを文字化し、分析したア
ラビア語を扱った研究はこれまで皆無といえよう。また、先行研究の視点はどれも、依頼を
文レベルで考察するものであり、アラビア語の依頼における談話展開や依頼パターン等を捉
え、〈先行発話〉や〈予告〉等の使用状況及び特徴を分析したものはないようである。
そこで、本稿では、エジプト方言の依頼談話を一つの流れとして取り上げ、口頭の依頼
談話を複数のテレビドラマより収集し、エジプト方言依頼談話における〈予告〉〈先行発話〉
の使用状況、とその特徴を分析した。また、B&L（1987）による社会的距離（D）、力関係（P）、
負担度（R）のこれらの 3 つの要因とエジプト方言における依頼ストラテジーとの関係を明
確にし、B&L（1987）のポライトネス理論における 3 つの要因だけで、エジプト方言依頼に
おける言語ストラテジー選定を説明することが可能であるのかを明らかにしたい。なお、本
稿で扱う「依頼」の定義は、「話し手が聞き手に対して、話し手の利益となる特定の行為を
聞き手に遂行してほしいと伝達する発話行為」（Trosborg 1995：187）とする。
3．調査方法
本来、このような研究では、上記のような自然な談話の収集が求められ、コーパスが使用
されるべきだが、アラビア語コーパスはまだ存在していない。ドラマにおける談話にはアク
ターの自由な発話もあり、必ずしも台本通りと限らない１。すなわち、ドラマの場面を文字化
した方が自然な会話に近いデータを収集できると考え、ドラマ選抜の基準として、夫婦、親
子、友人同士、上司と部下等といった多くの人間関係が反映されるドラマや映画を選択した。
また、エジプト方言母語話者が普通に日常的に使用する自然なセリフやストーリーに最も近
いドラマと映画を選択した。データの出典は表 1 の通りである。エジプト方言の依頼談話に
おける〈予告〉〈先行発話〉の使用状況等を明確にするため、自然な会話に最も近いテレビ
ドラマや映画の依頼場面を 67 件収集し、文字化した。
表 1．会話データを収集したドラマ及び映画の情報
Title Film/ TV drama Senario Writer Year 件数
eʃʃak　（疑惑） TV  Drama Aħmad Maħmuːd 2013 14
essellem wetteʕbaːn（階段＆蛇） Film Mħammad ħefzi 2001 10
tariːʔi　（自分の道） TV  Drama Tamer ħabiːb 2015 10
ʔuriːdu ragulan（男らしい男がほしい！） TV  Drama ʃahira sallaːm 2015 10
liʔaʕla seʕr（最も高い値段で！） TV  Drama Medħat elʕadl 2017 10
haːða  ʔalmasaːʔ（今晩） TV  Drama Mħammad fariːd 2017  9
ʔal-motallaqaat（バツイチの女たち） TV  Drama Aħmad Sobħi 2015  4
合計 67
4．調査の結果　
4.1 依頼のパターン
上記の依頼談話データから、〈予告〉〈先行発話〉〈依頼主要部〉〈後行発話〉に分けてコー
１　谷口・ハーネム他（2012）参照。
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ディングを行った。具体例として、以下に実際のアラビア語の依頼談話を示す。この依頼は、
あるエジプト方言母語話者女性が、エジプト大使館の公務員に実際に行った依頼例である。
談話例①：
依頼者：kont ʕayza asʔal ħaḍretek ʕala maʕluːma.〈予告２〉
（ある情報について、お聞きしたいです。３）
zoːgy haysaafer baʕd ʔosbuʕeːn emteħanaːt fi gamʕet gifu..
（省略）ebni   elkebiːr fi tanya ebtedaːʔi 〈先行発話〉
（夫は 2 週間後に岐阜大学の大学院入試を受けるために日本行くことになっていま
す。上の息子は小学校 2 年生です。）
meʃ ʕarfa halħaʔ aʔaddemluh fi emte ħanaːt essifaːra walla keda meʃ halħaʔ　　
〈依頼主要部〉
（大使館で行われる小学生のための試験の申請に間に合うかどうかわからなくて）　
依頼談話例①では、依頼者は大使館で行われる子供の試験の申請をしたいと考えている。
そこでまず、担当者にこれから依頼することを予告させるため「ある情報についてお聞き
したいです」と発言した。この部分を〈予告〉とする。
次は、依頼者はこれからする依頼に関する情報を提供し始めた。どうして、自分が大使
館で行われる試験に申請する必要があるかについて、「夫は 2 週間後に岐阜大学の大学院入
試を受けるために日本行くことになっています。上の息子は小学校 2 年生です」と説明し
ている。この部分を〈先行発話〉とする。最後に、〈依頼主要部〉そのものに入り、大使館
で行われる試験の申請に間に合うかどうかについて質問をしている。
また、本稿において、〈依頼主要部〉の直後に〈後行発話〉が続くパターンが 18 件（27%）
見られた。〈後行発話〉とは、依頼者が被依頼者に情報を求められてから回答するのではなく、
相手の依頼応答も待たずに、依頼者は自分から〈依頼主要部〉の直後に、そのまま続けて
依頼に関する情報を提供している部分のことである。
次に、本稿で見られた依頼パターンの結果を述べる。依頼パターンとは、依頼談話で使
用される〈予告〉〈先行発話〉〈依頼主要部〉部分の形成パターンのことである。先行研究
で紹介された依頼パターンとして「予告 + 先行発話 + 依頼主要部」、「先行発話 + 依頼主要部」
や「依頼主要部のみ」等がある。前述の通り、依頼パターンには〈予告〉、〈先行発話〉と〈依
頼主要部〉の 3 つの部分は必ずしも揃っていると限らない（猪崎（2000）、柏崎（1993）等）。
本稿において、見られた依頼パターンを表 2 にまとめた。
２　〈　〉は下線部分のコ ドーを示す。
３　談話の日本語訳は直訳ではなく、日本語で使われる一般的な表現とした。
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表 2．依頼談話パターン
依頼談話パターン 件数
先行発話 + 依頼主要部 20 件  （30%）
予告 + 先行発話 + 依頼主要部 10 件  （15%）
予告 + 依頼主要部   9 件  （13%）
予告 + 依頼主要部 + 後行発話   8 件  （12%）
依頼主要部 + 後行発話   8 件  （12%）
依頼主要部のみ   6 件   （9%）
先行発話による依頼   4 件   （6%）
先行発話 + 依頼主要部 + 後行発話   2 件   （3%）
合計 　 67 件
表 2 の通り、67 件中 61 件（全体の 91%）では、〈依頼主要部〉以外に〈予告〉や〈先行発話〉
等他の部分が見られ、エジプト方言では、直接〈依頼主要部〉に入るのではなく、〈依頼主要部〉
の前に何らかの前置きを入れる傾向があると考えられる。本稿において「先行発話 + 依頼主
要部」が 20 件（30%）、「予告 + 先行発話 + 依頼主要部」10 件（15%）、「予告 + 依頼」9 件（13%）
のこれらのパターンが見られた。
談話例② 女性が友人男性に他の男性の電話番号を教えてくれるよう願いする場面。
女性：Emad, baʔollak e ː  〈予告〉
女性：（あのう、ちょっと）
女性：howa enta mumkin teddiːni nemret samy?　〈依頼主要部〉
（サーミさんの電話番号を教えてくれない？） 
女性：ʔaṣl enta ʕaref elħɑgaːt di elwaħed beyeħtaːg yetabeʕha.fa ana badal matʕebak , 
meʃ ʕayza atʕebak maʕaya χaleṣ…〈後行発話〉
女性：（ああいう事って、人はフォローとかしなきゃいけないのは知ってるよね。だから、私
はあなたに迷惑かけるよりとかね。あなたに一切迷惑かけたくないの。）
― 『ʔal-motallaqaat』
上記の通り、依頼者である女性は、〈依頼主要部〉の直後に「ああいう事って、人はフォロー
とかしなきゃいけないのは知ってるよね。だから、私はあなたに迷惑かけるよりとかね。あ
なたに一切迷惑かけたくないの。」とどうして電話番号を教えてほしいか、自分から説明して
いる。この部分を〈後行発話〉と呼ぶ。
〈後行発話〉は〈先行発話〉と同様、依頼に関する情報提供をしており、〈先行発話〉と同じ
機能を持っているが、順番として、依頼の前ではなく、依頼の直後にすると考えられる。
上記の分析から、エジプト方言の依頼では、〈予告〉〈先行発話〉を通じ、依頼者は相手に心
理的な準備をさせたり、依頼の背景を説明したり、相手に配慮をする傾向が強いと考えられる。
また、〈依頼主要部〉の前だけではなく、〈依頼主要部〉の直後にも〈後行発話〉を通じ、被
依頼者に依頼の状況を説明し、被依頼者に依頼を受け入れてもらいやすくしようとすると考
えられる。
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まず、「予告 + 先行発話 + 依頼」の 3 つの部分がそろった依頼談話例を紹介する。
談話例③ 男の人が女社長に採用してくれるよう依頼する場面　（初対面）
ʃeriːf: el- ħaʔiːʔa yaʕni ʔana kan ʕandi t̩alab〈予告〉
シェリーフ：（実は僕には一つのお願いがありまして）
ʃeriːf:（省略）…howa zay ma saʕadtik ʕarfa baʕd wafaat ʔased beːʔalla yerħamu 
elbeznes betaʕna mabaʔaʃ ʔad keda…　　〈先行発話〉
（ご存知の通り、カーセド社長がなくなられてから、我々のヨーロッパでのビジネス
はあまり上手く行かなくなって（省略））。
Fa yaʕni law fi waẓiːfa faḍya yebʔa kattar χeirek.　〈依頼主要部〉
（貴社では空いているポストがあれば、本当に有難いです。）
―『eʃʃak』
上記の通り、依頼者はまず、明確に〈予告〉をし、相手に心理的な準備をさせ、〈先行発話〉
に移り、依頼に関する情報を提供した。最後に〈依頼主要部〉に移る。上記の談話例③では、
部下から上司への依頼、初対面の人への依頼場面であり、依頼者と被依頼者は親しくなく、
上下関係にいる。しかし、「予告 + 先行発話 + 依頼主要部」のパターンが見られた 10 件中 4
件は、夫から妻へ、母親が息子へ、娘が母親への依頼だったことがわかり、「予告 + 先行発
話＋依頼主要部」パターンは、親しい相手に対しても、上から下へ、同等な関係にいる相手
に対しても使用されることがわかった。
また、本稿のデータで最も多く見られた「先行発話 + 依頼」パターンについても同じこ
とが言える。つまり、エジプト方言は口頭依頼の際、親しくて、自分より下の被依頼者に対
しても、「先行発話 + 依頼主要部」パターンを使用する傾向があると言える。それは、「先行
発話＋依頼主要部」の 20 件を分析したところ、兄弟同士、親友同士、夫婦同士、恋人同士
の人間関係が親しい場面 20 件中 11 件見られることからわかった。下記の談話④はその例で
ある。
談話例④ 夫が妻の母にお金を借りることを妻に依頼する場面。
夫 : metḍayeʔ kan nefsi ʔaʕmel ʕaqiːqa lelbanaːt..bas enti ʕarfa elmorɑttab ʕalʔad we benʔaḍḍiːha zaʔ
〈先行発話 1〉
（悲しいな。娘たちのお七夜パーティーをやってやりたかったんだ。でも、君知っ
ているよね。給料は少ないし毎月ぎりぎりで賄ってるんだよな。）　　　　
夫： manẓari ʔuddam soħabi fi elbank.elimage..elimage       〈先行発話 2〉
（銀行の同僚の前での僕の格好は。イメージだよ　イメージ！）
夫 : baʔollek eː ya samar…ʔaχbar mama samya eː?　　 〈依頼主要部〉
（あのう、ちょっと、義理の母のサミャお義母さんはどうだい？）
（手でお金のジェスチャーをする）　　　　　　　　　　　　
―『eʃʃak』
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上記の通り、談話④は夫婦同士の談話であり、「夫が妻の母にお金を借りたい」という場
面である。依頼者と被依頼者は、親しい関係であるにもかかわらず、夫は妻に 2 回にわたり、
〈先行発話〉をしたうえで、最後に〈依頼主要部〉に移る展開になっている。また、「依頼」
自体も最後まで明確にすることなく、「義理の母からお金を借りたい」と発言せず、「義理の
母の金銭的な具合はどうか」と暗示的に依頼をしている。
また、本稿で見られた「予告＋依頼」パターンの 9 件をみても、3 件は上下関係にあり、
親しくない人同士の依頼場面であるのに対し、6 件は親子、親友同士の依頼だった。すなわ
ち、エジプト方言の口頭依頼において、相手との親疎関係、力関係と関係なく、〈依頼主要部〉
の前に〈予告〉や〈先行発話〉を使用し、相手に依頼を受け入れてもらうための心理的な準
備や配慮を重視する傾向があるのではないかと考えられる。
一方、〈依頼主要部〉以外に〈予告〉も〈先行発話〉もまったく見られなかった件数は 67
件中 6 件のみ（全体の 9％）である。〈依頼主要部〉のみで形成された談話例を分析する。
下記の談話例⑤はその例の一つである。
談話例⑤ 〈義理の母と仲の悪い義理の息子への依頼〉〈依頼主要部のみ〉
Fayed: elʔakl ħelw ʔawi ya ħamati
ファーイェド（義理の息子）：（ご飯が美味しい！義理の母よ。）
義理の母：meʃ ʔoltelak milyoːn marra balaʃ kilmet ħamati di?〈依頼主要部〉
（「義理の母」というこの呼び方をやめるように 100 万回言ったじゃないの ?）
―『eʃʃak』
談話例⑤からわかる通り、義理の母は義理の息子に以前、同じような依頼を数回している。
それにも拘らず、義理の息子は同じ行動を繰り返している。そこで、義理の母は怒り、何の
前置きもなく、直接依頼に入ったと考えられる。
〈依頼主要部〉のみで形成された 6 件を分析した結果、4 件は口論における要求だったり、
上司から部下への業務命令等の指示であり、命令に近い依頼だったことがわかった。前述の
通り、エジプト方言では、依頼の際、〈依頼主要部〉に直接入ることより、〈依頼主要部〉以
外に何らかの前置き〈予告〉や〈先行発話〉等を入れる傾向があると考えられる。
4.2．〈先行発話〉〈後行発話〉における表現の特徴　
本稿のデータで〈先行発話〉〈後行発話〉で使用された表現を分析した結果、依頼者は「私
は疲れている」「心配だ」「怖い」「心が苦しい」「悲しい」等と言った心情的な表現が多く、
依頼者は感情表現を多く使用することを通じ、相手に自分の気持ちを理解してもらったり、
気持ちを共有してもらおうとするのではないか考えられる。　
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談話例⑥ （長年避妊治療を続けていた女性が医師に自分が妊娠していることを伝えら
れたが、そのことを確認するまで、夫に伝えないでほしいと依頼する場面）
患者：ʔana χayfa ʔawy ya doktoːra..χayfa akoːn baddy nafsy ʔamal kaddaːb〈先行発話〉
（私は自分にうその希望を与えてるんじゃないかとすごく怖いです。先生！）
医者：matχafiːʃ ʔana mutʔakkeda min elliː baʔolhuːlek
（怖がらないで。私は言っていることを確認してるの。）
患者：ṭab mumkin ṭalab?　　　　〈予告〉
（じゃ、一つお願いしてよい？）
―『ʔal-motallaqaat』
4.3．〈先行発話〉の種類とその特徴
本稿で見られた〈先行発話〉を猪崎（2000）等に従い、「情報要求型」と「情報提供型」
という観点から分析した。「情報要求型」とは、相手に依頼するとき、まず情報を要求したり、
質問をしたりすることをいう。例えば、本稿のデータで見られた「情報要求型」の〈先行発
話〉例として、下記の談話例　⑦が挙げられる。男性は女性にタンゴダンスを教えてほしい
と頼む場面である。
談話例⑦
男：elmohem enti beteʕmeli eː hena?　〈先行発話① / 情報要求型〉
（それで、君はここで何をしているの？）  
女：ana badarrab tango ardʒantini.
（私はアルゼンチンのタンゴ（ダンス）を教えてるのよ。）
男：Wallahi? Kuwayyes ʔawi..wedi ʃuʁlana baʕd eḍḍuhr walla eː?〈先行発話② / 情報要求型〉
（そう？いいな～。これって午後のバイトとしてやってるの？）　 
―『ʔal-motallaqaat』
上記の談話例⑦では、依頼者は被依頼者である女性に「自分がタンゴダンスを習いたい」
とか「教えてくれる人を探している」と言わず、女性に「あなたはここで何をしているとか」「こ
れはバイトか」等と自分がこれからする依頼に関し、被依頼者に情報を求めている。この種
の先行発話を「情報要求型先行発話」という。
一方、もう一つの〈先行発話〉の種類として「情報提供型先行発話」がある。「情報提供型」
とは相手に依頼の前に、依頼に関する情報を与えたりすることをいう。「情報提供型」の例
として、談話例①で挙げた実際の依頼談話における「夫は 2 週間に後岐阜大学の大学院入試
を受けに日本へ行くことになっています。上の息子は小学校 2 年生です。」がある。依頼者は、
これからする依頼に関する情報を与えている。
フランス人の依頼談話を分析した猪崎（2000）は、フランス人の先行発話では、〈先行発話〉
を情報提供型と情報要求型の観点から分析し、その結果、情報要求型の方が多かったことを
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報告している。また、張（2004）も中国語と日本語の会話を対照し、中国語では「情報要求
型＋依頼」の方が「情報提供型＋依頼」より好まれる傾向があると述べている。
本稿のデータにおける〈先行発話〉を分析した結果、36 件の〈先行発話〉において、「情
報提供型」が 24 件（67％）、「情報要求型」は 12 件（33％）であり、情報提供型の方が多い
ことがわかった。エジプト方言における〈先行発話〉では、相手に情報を求めるより、依頼
に関する情報を与える傾向が強いと考えられる。
エジプト方言の謝罪表現を研究した谷口・ハーネム（2016）では、エジプト方言の謝罪に
は「説明 + 謝罪」のようなセットが多く見られ、「言い訳」に聞こえることを指摘している。
本稿においても、依頼談話の〈先行発話〉では、情報提供という依頼に関する説明が多く行
われたことから、「謝罪」談話のみではなく、「依頼」談話においても、相手との関係を維持
するため、「情報提供型先行発話」を通じ、相手に説明しようとする傾向があることがわかっ
た。
4.4．負担度（R）と〈先行発話〉との関係について
「情報提供型先行発話」が見られた 24 件を分析した結果、24 件中 19 件（79％）は、「娘
が妻子のある男性と結婚したいが、母親はそれを断っている。娘が母親に結婚を許してくれ
ることを求める場面」や「女性患者が医者に自分が妊娠していることを夫に黙ってほしい」
のような被依頼者が受け入られ難いと思われる依頼や負担度（R）の大きい依頼場面だった
ことがわかった。このことから、依頼の負担度（R）は〈先行発話〉の種類やその特徴に影
響を与えており、負担度（R）が大きい場面では、〈先行発話〉は「情報提供型」になる傾向
があるのではないかと考えられる。
負担度（R）と〈先行発話〉との関係を更に探るため、本稿で見られた〈先行発話〉の「フレー
ズ」を数えてみた。１フレーズだけで形成された〈先行発話〉は 30％、2 フレーズは 27％、
3 フレーズは 15％、4 フレーズ以上は 25％であることがわかった。
4 フレーズ以上の〈先行発話〉が見られた依頼談話の依頼内容を分析した結果、「恋人と
別れたいことを伝えたい男性の場面」における〈先行発話〉のフレーズ数は 9 フレーズであ
り、「夫が妻に中の悪い仲の姉から大金を借りることを依頼する場面」ではフレーズ数は 12
フレーズであり、「母親が成人息子に第 2 夫人と結婚することを依頼する場面」におけるフ
レーズ数は 11 フレーズである等と、4 つ以上のフレーズから形成された〈先行発話〉は上
記のように、全て負担度（R）の大きい依頼だったことがわかった。
このことから、エジプト方言の依頼では、負担度（R）が大きい場面では、〈先行発話〉を「情
報提供型」として比較的長いフレーズを発話する傾向があると言える。
4.5．エジプト方言の依頼談話における「説明」「前置き」と依頼者の視点との関係
ここでは、エジプト方言における依頼のストラテジー選定は B&L（1987）が提唱してい
る社会的距離（D）、力関係（P）、負担度（R）の 3 つの要因のみで解決できるか検討した。
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すなわち、これらの 3 つの要因を固定させた場合、同じストラテジーが使用されることになる
のだろうか。
この設問に回答するため、本稿で見られた 2 つの場面を分析した。この 2 つの場面におけ
る登場人物は同じであり、依頼内容も同じ内容である。登場人物は、母親と成人している息子
であり、母親が息子に第 2 夫人と結婚することを 2 回にわたり依頼している。息子は自分の妻
を愛しており、第 2 夫人との結婚を断ることを母親は知っている。
談話例⑧⑨は、母親と息子との会話であり、母親は息子に第 2 夫人と結婚することを依頼
する場面である。第 2 夫人と結婚させたい理由は第 1 夫人は男の子が生めないからである。母
親は、息子に対し、談話⑧、談話⑨を通じ、2 回にわたりこの依頼をする。
談話例⑧ （1 回目の依頼）（第 1 夫人は 2 人目を妊娠している）
母親：ʔana leyya ʕandak ṭalab〈予告〉
（私はあなたにお願いしたいことがある。）
（省略）
母親：ʃuːf meratak ana rayyaħtaha ʕal ʔaːχer..we gultelha belħarf elwaħed wad bet matefregʃ,bas enta 
ʕaref elkalam dah yefreg maʕaya wa ana ʔioltuh men wara ʔalbi walla yesameħni    〈先行発話1〉
（あなたに言われた通り、あなたの奥さんに男の子が生まれても、女の子が生まれて
も大丈夫だと言っておいたわ。でも、あなたは知ってるわよね。男の子が生まれて
くるのと女の子が生まれてくるのとでは全然違うわよね。だからさっきの話は納得
せずに言ったのよ。）（省略）
母親：we delwaʔti geh doːrrak ya baṭal, enta Kaman laːzem erayyaħni zay ma rayaħtak,
（省略）laken law magaːʃ elwaːd ana leyya taṣriːfa tanya〈先行発話 2〉
（次はあなたの出番よ。私はあなたに安らぎを与えた代わりに、あなたも私に安らぎ
をくれないと。（省略）男の子が生まれなかったら私には別の対策がある。）
（省略）
母親：ha teʕmel elli haʔllak ʕaleː〈依頼主要部〉
（私の言うとおりにするんだ。）　
―『ʔuriːdu ragulan』
談話例⑧では、依頼者である母親が使用した依頼パターンは「予告+先行発話+依頼」であり、
〈先行発話〉も「情報提供型」であり、被依頼者である息子に十分理解してもらおうとし、「男
の子が生まれてくるのがどんなにうれしいことであるか」の説明や「安らぎをくれなければい
けない」等といった感情表現も使用している。また、「依頼」自体も明確にせず、最後まで暗
示的に指しただけであり、明確に「第 2 夫人と結婚してほしい」と言い出せなかった。すなわち、
社会的距離（D）、力関係（P）から見ても、依頼者が被依頼者に対し、非常に親しくて、力と
しても上にもいるにも拘らず、妻を愛している息子が第 2 夫人と結婚することを断ることを十
分想定している。すなわち、息子への負担度（R）が大きいため、依頼者から被依頼者への配
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慮が十分行われていると言える。しかし、2回目の依頼パターンや言語ストラテジーを見ると、
下記の談話⑩の通りに、大きく変わったことがわかる。　
談話例⑨ （2 回目の依頼）（2 人目の赤ちゃんの出産後）
母親：bettak hatkammel elyoːm larbeʕːin, elyoːm elwaħed warbeʕːin hatkuːn doχletak
〈依頼主要部〉
（あなたの赤ちゃんは 40 日を迎えたら、次の日の 41 日目はあなたの結婚式になるんだ。）
―『ʔuriːdu ragulan』
上記の談話⑨では、依頼パターンは大きく変わり、〈依頼主要部〉のみになった。〈予告〉
も〈先行発話〉もせず、依頼も明示的になり、使用された表現も「命令表現」になった。こ
の 2 つの場面における登場人物が同じであり、同じ親疎関係、力関係（P）、同じ依頼内容で
あるにもかかわらず、それぞれの談話において使用された依頼パターンが異なっている。前
述の通り、2 つの場面共、同じ登場人物であり、同じ人間関係、同じ依頼内容にも拘らず、〈予
告〉や〈先行発話〉の使用の有無、や使用された表現が異なった。すなわち、B ＆ L（1987）
の社会的距離（D）、力関係（P）、負担度（R）の 3 つの尺度の程度は同じで FTA の深刻度
は同じとされるにも拘らず、談話展開や依頼パターンが異なっている。3 つの尺度の程度が
同じであるにも拘らず、依頼者は依頼パターンやストラテジーの変化には、依頼パターンや
ストラテジー選定にはこれら 3 つの尺度以外に状況変化も影響しているのではないかと考え
られる。
談話⑧、⑨には、B&L（1987）が提唱する 3 つの要因以外、どのようなものが考えられ
るか考察した。その結果、談話⑧と談話⑨では、唯一異なったのは「依頼状況」だったこと
がわかった。すなわち、「予告 + 先行発話 + 依頼」パターンが使用された談話⑧では、依頼
が行われた時、第 1 夫人はまだ 2 人目の赤ちゃんを妊娠しており、今度、産まれてくる赤ちゃ
んは女の子であるのか、男の子であるのかまだ判明していなかった。しかし、談話⑨では、
既に 2 人目の赤ちゃんが女の子だったことがわかっている。言い換えれば、状況が変わった
ことで、依頼者は談話⑨では、自分の中の余裕や男の子が生まれてくる希望が失われる状況
になったと言える。そこで、依頼者は被依頼者への配慮や理解を得ようとすることより、自
分の依頼を実施することへの優先度が高くなったのではないかと考えられる。すなわち、こ
れら 3 つの依頼談話で社会的距離（D）、力関係（P）、負担度（R）度以外の要因として、依
頼談話が行われる状況そのものと、依頼状況によって生まれてくる依頼者の心的状況が依頼
パターンや使用する言語ストラテジーに影響しているのではないかと考えられる。
5. おわりに
本稿ではエジプト方言の口頭の依頼談話を分析した結果、以下のことがわかった。
まず、エジプト方言の口頭依頼談話における〈予告〉〈先行発話〉等の使用状況と、その
特徴については、エジプト方言は依頼の際、〈予告〉、〈先行発話〉を使用することが多いこ
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とがわかった。また、被依頼者に情報を求めたりするような「情報要求型」の〈先行発話〉
より、「情報提供型」を多く使用していることがわかった。特に、被依頼者に「大金を借りる」
等といった負担度（R）の大きい依頼談話で「情報提供型」の先行発話が多く見られたこと
から、被依頼者に情報を提供することは相手への配慮として考えているのではないかと推察
される。また、エジプト方言の依頼談話特徴として、「感情表現」が多く使用されることが
わかった。先行研究では、依頼主要部のみ取り上げ、「依頼主要部」で使用される依頼表現
の直接度に焦点を当てたため、依頼談話や依頼ストラテジーは解明できなかったが、本稿で
は、エジプト人は依頼談話では、どのような展開を踏むか解明することができたと思われる。　
謝罪表現を分析した谷口・ハーネム（2016）は、エジプト人は謝罪の際、「説明 + 謝罪」をセッ
トとして使用する傾向があると指摘しているが、依頼の場面における情報提供型先行発話を
説明として捉えれば、エジプト人は FTA 場面において「説明」を通じ相手への配慮を示し、
相手に理解してもらおうとする傾向があると考えられるのではないだろうか。特に、本稿で、
説明は〈先行発話〉のみだけではなく、〈後行発話〉においても多く見られ、エジプト方言
は依頼に関する説明をする傾向が強いと言える。
また、B&L（1987）で FTA の深刻度を計る尺度として挙げられている社会的距離（D）、
力関係（P）、負担度（R）の 3 つを固定しても、依頼に関わる周辺の状況の変化により選択
される言語ストラテジーや依頼談話展開、依頼パターンなどが変わることを提示した。
本稿での考察の結果は 2 つの場面のみによるものだったため、今後の課題としては、更に
多くの場面の談話を収集、分析し、考察を深める必要がある。最終的に、研究成果をエジプ
ト人日本語学習者への日本語教育に役立てることができれば幸いである。
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A Study on Request Patterns and Politeness in Request 
Discourse of Arabic (Egyptian Dialect)
Hanem AHMAD (Cairo University)
【Keywords】 Arabic (Egyptian Dialect), Request patterns, Request discourse, 
politeness, Circumstances of request
 The paper investigates types of request patterns used in Arabic language (Egyptian Dialect), 
and the influence of request circumstances in selection of request strategy used by the speaker in case 
of Egyptian dialect.
 The research is based on oral request utterances that were collected from Egyptian TV 
dramas, films and were analyzed.
 The paper has come out with several findings, such as requests patterns in Egyptian dialect 
tend to have some other parts before or after the “Head act of Request” to mitigate the request. Also, 
the paper has come out with the finding that the selection of request strategy in Egyptian dialect gets 
affected by “Circumstances of request” also, not only Brown and Levinson (1987) determiners of 
Power, Distance and Impose.
